
グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

令和元年度全国平均

全体総括

　経営の健全性及び効率性に係る指標を分析する
と、蕨市の経営状況はおおむね健全な状態であると
いえる。
　しかし、事業を取り巻く環境としては、人口減少
や少子高齢化などによる水需要の減少が想定される
中で、経年化施設の更新や大規模災害に対する応急
給水・応急復旧の整備を適切に履行していく必要が
ある。
　このような状況の中、蕨市水道ビジョン(後期計
画)に基づき、主要管路の耐震化や水道施設の長寿
命化、応急給水体制の整備などを計画的に行ってい
る。併せて財政状況についても、企業債残高の低減
など健全経営に向けた取組を推進し、『将来にわ
たって健全な水道』の更なる強化を図っていく。

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

　「①経常収支比率」は常に110％を上回り、「②
累積欠損金比率」は0％を継続し、「③流動比率」
についても400％前後で推移しているなど、類似団
体平均値を上回り、安定的な経営状況を維持してい
る。
　また、「④企業債残高対給水収益比率」は、本年
度も企業債借入を行い管路の耐震化を進めたが、順
調に逓減し、類似団体平均値との比較でも、引き続
き低い数値となっている。
　効率性の視点では、「⑤料金回収率」が100％以
上を維持し、経営に必要な経費を水道料金で賄えて
いる。また、有収水量1㎥あたりにかかる費用であ
る「⑥給水原価」については、類似団体平均値より
も大幅に低い状況にあり、効率的な給水を実施でき
ている。
　このほか、「⑦施設利用率」については、配水量
の増加を見込み難い状況にあることから、適切な施
設能力を見極め、施設更新時にダウンサイジングを
検討する必要がある。
　施設の稼動が収益につながっているかを判断する
指標である「⑧有収率」は、特に過去4年間におい
て95％以上の高数値で推移しており、全国平均及び
類似団体平均値の数値を大きく上回っているが、今
後はこの水準を維持していくことが重要となる。

2. 老朽化の状況について

「①有形固定資産減価償却率」は40%程度となって
おり、類似団体平均と比べて資産の老朽度合いが低
い状況にある。
　「②管路経年化率」は類似団体平均値と比較し
て、１／９程度となっており、管路の更新事業も進
めていることから、健全性が高く保たれている状況
となっている。
　「③管路更新率」は、類似団体と比較して低い状
況にあるものの、年々増加傾向にある。これは、管
路更新計画に基づき、老朽管の更新を進めているこ
とが主な要因である。

2. 老朽化の状況
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資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 現在給水人口(人) 給水区域面積(km

2
) 給水人口密度(人/km

2
)

法適用 水道事業 末端給水事業 A4 非設置 75,679

経営比較分析表（令和元年度決算）
埼玉県　蕨市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)
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①経常収支比率(％)
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H27 H28 H29 H30 R01

当該値 102.50 103.14 99.95 102.20 101.26

平均値 105.71 106.01 104.57 103.54 103.32
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H27 H28 H29 H30 R01
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対給水収益比率(％)

⑤料金回収率(％) ⑥給水原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧有収率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管路経年化率(％) ③管路更新率(％)

【112.01】 【1.08】 【264.97】 【266.61】

【89.80】【60.00】【168.38】【103.24】

【49.59】 【19.44】 【0.68】



グラフ凡例
当該病院値（当該値）

類似病院平均値（平均値）

令和元年度全国平均

※　「類似病院平均値（平均値）」については、病院区分及び類似区分に基づき算出している。

経営比較分析表（令和元年度決算）
埼玉県蕨市　市立病院

法適用区分 業種名・事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（一般） 許可病床（療養） 許可病床（結核）

- - ■

経営形態 診療科数 DPC対象病院 特殊診療機能　※１ 指定病院の状況　※２ 許可病床（精神） 許可病床（感染症）

当然財務 病院事業 一般病院 100床以上～200床未満 非設置 130

【】

人口（人） 建物面積（㎡） 不採算地区病院 看護配置 稼働病床（一般） 稼働病床（療養） 稼働病床（一般＋療養）

許可病床（合計） －

直営 7 - 透 訓 救 輪 - - 130

- 年度 - 年度 - 年度

122

※１　ド…人間ドック　透…人工透析　Ｉ…ＩＣＵ・ＣＣＵ 未…ＮＩＣＵ・未熟児室　訓…運動機能訓練室　ガ…ガン（放射線）診療

※２　救…救急告示病院　臨…臨床研修病院　が…がん診療連携拠点病院　感…感染症指定医療機関　ヘ…へき地医療拠点病院　災…災害拠点病院　地…地域医療支援病院  特…特定機能病院　輪…病院群輪番制病院
公立病院改革に係る主な取組（直近の実施時期）

1. 経営の健全性・効率性 再編・ネットワーク化 地方独立行政法人化 指定管理者制度導入

75,679 6,866 非該当 １０：１ 122 -

Ⅰ 地域において担っている役割
当院は市内で唯一の2次救急医療機関であるとと
もに、小児・周産期医療の提供を行う市内唯一の
分娩できる施設として、地域医療の重要な役割を
担っている。

H27 H28 H29 H30 R01 H27 H28 H29 R01 H27 H28 H29 H30 R01H30 R01 H27 H28 H29 H30

当該値 101.1 105.9 103.8 99.4 100.1当該値 97.9 102.8 101.1 97.5 98.7 当該値 65.9 72.7 73.6 70.4 73.2当該値 25.3 21.1 19.4 23.7 24.9

平均値 85.3 84.2 83.9 84.0 84.3平均値 98.3 96.7 96.6 97.2 96.9 平均値 67.9 69.8 69.7 70.1 70.4平均値 118.9 119.5 116.9 117.1 120.5

Ⅱ 分析欄

1. 経営の健全性・効率性について

①経常収支比率、②医業収支比率ともに類似病院
平均値を上回っているものの、令和元年度は経常
収支比率が100％を下回り、損失を計上する結果
となった。⑦職員給与費対医業収益比率は、類似
病院平均値を下回っているものの、職員の増員や
昇給の影響を受け上昇傾向にある。これが①経常
収支比率、②医業収支比率に影響するため、引き
続き、適正な職員の配置等に努めていくととも
に、効率的な病院運営に取り組んでいく必要があ
る。

2. 老朽化の状況について

H27 H28 H29 H30 R01 H27 H30 R01 ①有形固定資産減価償却率や②器械備品減価償却
率は、類似病院平均値を上回り、当院の有形固定
資産は老朽化が進んでいると言える。医療機器な
どについては、稼働状況を踏まえ計画的に更新し
ていく必要がある。

R01 H27 H28 H29

25.5 23.4 23.6 23.3 22.849.3 当該値36,305 当該値

H29 H30H28 H29 H30 R01 H27 H28

平均値 32,532 33,492 34,136 34,924

46.2 44.7 46.0 48.610,982 11,433 11,182 10,496 10,260 当該値

10,037 9,976 10,130 10,244

当該値 36,289 35,583 36,430 35,865

17.5

2. 老朽化の状況

全体総括

各経営指標の状況から、現時点での経営状況は健
全であると言える。
しかしながら、建物等の老朽化が進んでいること
から、建物や器械備品にかかる投資を計画的に進
めていくことが課題である。

H27 H28 H29 H30 R01 H27

63.3 平均値 19.0 18.7 18.3 17.710,602 平均値 62.5 63.4 63.4 63.735,788 平均値

H29 H30 R01

当該値 60.6 62.9 65.1 66.3 67.2 当該値

H28 H29 H30 R01 H27 H28

27,772,492 27,863,608 28,026,508 28,072,285 28,361,33880.0 当該値

平均値 52.4 52.5 53.5 54.1

78.1 80.3 83.0 82.3

41,891,21371.7 平均値 35,730,958 37,752,628 39,094,598 40,683,72754.6 平均値 69.2 69.7 71.3 71.4
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グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

令和元年度全国平均

※　法適用企業と類似団体区分が同じため、収益的収支比率の類似団体平均等を表示していません。

経営比較分析表（令和元年度決算）
埼玉県　蕨市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

5.11 14,809.98 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km

2
)

法非適用 下水道事業 公共下水道 Ba 非設置 75,679

処理区域内人口密度(人/km
2
) －

- 該当数値なし 96.10 79.81 1,309 72,703 4.78 15,209.83

今後、通常の汚水雨水管新設工事に加え、既設管渠
の改築等が本格的に始まるため、将来的に維持管理
費が増加し全体的に支出が増える傾向にある。下水
道使用料の収納率を上げることによる収益の増加
や、不明水対策による有収水率の向上、計画的かつ
効率的な維持管理によるコストの削減などを進め、
経営を健全化していかなければならない。そのため
今後は、適正なストックマネジメントを進めていく
とともに、令和2年度より移行した公営企業会計の
損益情報・資産情報から的確な経営状況を把握・分
析し、経営改善に努めることとしたい。

2. 老朽化の状況

全体総括

【】

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

2. 老朽化の状況について

①収益的収支比率は、一般会計からの繰入基準の見
直しにより平成28年度に数値が下降したものの、そ
の後の数値は上昇傾向にあり、安定的な経営状況で
ある。令和元年度は企業会計移行に伴い打切決算を
行ったため、例年より高い数値となっている。同じ
理由で平成28年度と令和元年度に一時的に数値が上
昇した④企業債残高対事業規模比率も全国平均値よ
り低く、数値も減少傾向にあり、経営は健全傾向に
ある。ただし、⑤経費回収率が100％を下回ってお
り、汚水処理に係る費用が下水道使用料以外の収入
により賄われている状態である。新規に下水道を敷
設する地域は使用料の増加も見込めるが、その反
面、工事費もかかるため経費の削減に努めるととも
に適正な使用料を検討していく必要がある。また、
⑥汚水処理原価は全国平均値より低くなっており、
適切な汚水処理が実施されていると考えられるが、
今後、施設の老朽化への対応が控えているため、よ
り一層効率的な維持管理を行い、経費を削減してい
く必要がある。施設利用率については蕨市では県の
処理場に送水しているため、値は未記入となる。⑧
水洗化率は99％と高い値を示しているが、浄化槽等
を使用している家屋もあるため、下水道へ接続する
よう指導を行う。

今後、法定耐用年数を超える管渠が急激に増加して
いくため、計画的な更新等を進めていく必要があ
る。そのため、施設の延命化とライフサイクルコス
トの最小化を図るべく、令和元年度よりストックマ
ネジメント計画に基づいた管路の計画的な改築修繕
に着手した。
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0.00

100.00

200.00

300.00

400.00

500.00

600.00

700.00

800.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 435.59 566.21 529.11 511.19 562.44

平均値 664.11 710.40 674.86 670.71 719.63

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 89.74 81.04 80.10 82.02 88.29

平均値 100.01 97.39 97.78 96.07 97.90
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20.00

40.00

60.00

80.00
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140.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 93.53 104.23 105.47 103.70 88.20

平均値 109.45 114.85 114.82 122.01 112.77

0.00

0.10

0.20

0.30

0.40

0.50

0.60

0.70

0.80

0.90

1.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 - - - - -

平均値 - - - - -

95.50

96.00

96.50

97.00

97.50

98.00

98.50

99.00

99.50

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 98.94 98.97 98.93 99.06 99.08

平均値 97.41 96.99 97.08 96.71 96.80

②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【682.51】

【95.35】【59.64】【136.15】【100.34】

【0.22】

該当数値なし 該当数値なし

該当数値なし 該当数値なし


